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高齢化に伴って今後の帯状癌疹発症例の増加が予想され， 治療効果の高い新しい帯状癌疹治













発され、 臨床試験が進められている。 本研究は、 この ASP2151 の抗ウイルス活性の特徴を感
染細胞系（第一 章）および動物系（第三章）で明らか にし， 非臨床 Pharmacokinetics/
Pharmacodynamics (PK/PD) 解析による ASP2151 の臨床推奨血柴中濃度の推定を行って
いる（第三章）。
第一章で ASP2151 は臨床分離 RSV 株に対しアシクロピ
、
ルに比べ強力な抗ウイルス活性
を有し， その活性に株間差および地域差はほとんど見られないことを示した。 また， 宿主
細胞への影響は少ないこと， さらには， 耐性株が出にくいことを示し， ASP2151 が新規抗






第一章で示した ASP2151 の強力な抗ウイルス作用を動物モデルにおいても確認した。 さ
らに第三章では ASP2151 の臨床推奨血柴中濃度を推定している。 マウス HSV-1 皮膚感染
モデルにおける皮内ウイルス価抑制効果と血柴中濃度の検討を行い， HSV-1 増殖を完全に
抑制するには， 100 ng/mL の血禁中濃度を 1 日のうち 21-24 時間持続することが必要であ
ることを示した。 抗ウイルス剤による臨床効果は， ウイルス増殖の完全な抑制によりその
効果が最大に達すると考えられることから， ウイルスの ASP2151 に対する感受性の違い
を考慮、し， 200 ng/mL の血摂中濃度を維持する投与量で RSV および vzv に対する最大の
薬効を得ることが出来ると推察した。
このように本研究は ASP2151 が優れた抗 HSV 作用を示す事を明らかにしたものである。
さらに本研究をもとに臨床試験第Ilb試験が行われ、 有効性が確認されていることから、
本研究は今後の抗ウイルス薬開発に大きく貢献するものであると期待される。
よって本論文は博士（薬学）の学位論文として合格と認める。
